
野幌から消えたアオサギと減るクマゲラ

一消えたアオサギの謎とクマゲラー斉調査の記録

潤山松
まつや ま ・じゅん

野幌森林公園を守る会

本
文
の
要
旨

毎
年
三
月
末
に
な
る
と
、
野
幌
の
上
空
を
ア
オ
サ

ギ
が
舞
い
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
風
物
詩
と
い
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

ア
オ
サ
ギ
の
飛
来
を
農
作
業
の
目

印
に
し
て
い
た
農
家
も
多
い
と
い
う
。
そ
の
ア
オ
サ

ギ
が
姿
を
消
し
て
か
ら
三
年
た

っ
た
。
ま
た
、
野
幌

で
は
比
較
的
よ
く
見
ら
れ
た
ク
マ
ゲ
ラ
の
姿
も
近
年

目
に
す
る
機
会
が
減

っ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
大

沢
園
地
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
わ
れ
た
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ

ン
は
野
幌
で
は
数
年
前
に
絶
滅
し
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
鳥
類
相
の
変
化
の
経
過

や
原
因
は
な
か
な
か
は

っ
き
り
し
た
こ
と
が
わ
か
ら

な
い
。
調
査
そ
の
も
の
が
不
十
分
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
不
備
を
補
う
べ
く
さ
さ
や
か
な
が
ら
継
続
さ
れ

て
い
る
調
査
や
記
録
を
ま
と
め
、
今
後
の
検
討
の
参

考
に
し
た
い
と
思
う
。
な
お
今
回
は
、
ア
オ
サ
ギ
の

調
査
を
中
心
に
し
、
ク
マ
ゲ
ラ
に
関
し
て
は
平
成
十

三
年
度
調
査
が
第
十
五
回
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
調

査
後
に
別
の
機
会
に
ま
と
め
発
表
し
た
い
と
考
え
て

お
り
、
今
回
は
過
去
の
記
録
の

一
覧
に
止
め
た
い
。

〈ク

マ
ゲ
ラ

一
斉
調
査
の
過
去
十
四
年
の
記
録
〉

確

認
一
回

二
回

三
回

四
回

五
回

六
回

七
回

八
回

数一
九
八
七
年

一
九
八
八
年

一
九
八
九
年

一
九
九
〇
年

一
九
九

一
年

一
九
九
二
年

一
九
九
三
年

一
九
九
四
年

五
～
六

二五
～
七

二
～
三

二二〇二
～
四

九
回

十
回

十

一
回

十
二
回

十
三
回

十
四
回

一
九
九
五
年

一
九
九
六
年

一
九
九
七
年

一
九
九
八
年

一
九
九
九
年

二
〇
〇
〇
年

二 三 〇 二
～ ～

四 三

～

【
調
査
時
期

・
調
査
方
法
】

毎
年
三
月
の
ク
マ
ゲ
ラ
の
繁
殖
活
動
が
活
発
化
す
る
時

期
に
、
林
内
が
堅
雪
で
調
査
し
易
さ
を
考
慮
し
て
、
第
二

日
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
入
林
許
可
を
も
ら
い
毎
回

市
民

一
〇
〇
名
程
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。
林
内
を
五
〇
〇

m
四
方
の
メ
ッ
シ
ュ
に
区
切
り
、

全
メ
ッ
シ

ュ
に
調
査
員
が
入
り
、
約

一
時
間
耳
と
目

で
ク

マ
ゲ
ラ
を
調
査
す
る
。
幸
い
多
く
の
ご
参
加
を
頂
き
毎
年

全
メ
ッ
シ
ュ
に
漏
れ
な
く
調
査
員
を
配
置
で
き
て
い
る
。野 幌 で は絶 滅 した ア カ シ ョウ ビ ン
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判

定

の
基

準

は

目
視

に

よ

る
も

の
を

第

一
と
し

、

鳴

き

声

で

の
確

認

は

二

次
的

な

デ

ー

タ
と

し

て
扱

っ
て

い
る

。

【過
去
の
記
録
の
考
察
】

詳
し
く
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
と
思
う
が
、
大
き
な

傾
向
と
し
て
は
近
年
の
低
め
安
定
化
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

三
回
目
ま
で
は
五
～
七
と
い
う
数
も
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、

四
回
目
以
降
は
そ
れ
だ
け
の
数
は

一
度
も
記
録
さ
れ
て
い

な
い
。
原
因
な
ど
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
毎
年

の
巣

立
ち
雛
の
行
き
先
や
、
他
地
区
か
ら
の
入
り
込
み
と
い
っ

た
可
能
性
の
問
題
な
ど
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

も
多
い
。
ま
た
、
森
林
施
業
や
林
相
の
変
化
、

そ
れ
に
伴

う
餌
の
問
題
、
利
用
者

の
増
加
や
カ
メ
ラ
マ
ン

・
山
菜
採

り
、
森
周
辺
の
環
境
変
化
、
移
入
動
物
な
ど
多
角
的
に
検

討
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
多
く
、
今
後
に
向

け
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

観察記録の減っている天然記念物クマゲラ

〈野
幌
か
ら
消
え
た
ア
オ
サ
ギ
〉

ア
オ
サ
ギ
は
、
昔
か
ら
野
幌
森
林
公
園
の
南
端
北
広
島

の
サ
ギ
の
森
に
集
団
で
営
巣
し
、
そ
の
巣
の
数
は
二
百
数

十
に
達
し
道
内
最
大
規
模
で
あ
り
、
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
と

も
な

っ
て
い
た
。
そ
の
ア
オ
サ
ギ
が
九
十
七
年
春
忽
然
と

消
え
た
。

一
、
消
え
た
経
過

一
九
九
七
年
三
月
下
旬

彼
岸
過
ぎ
か
ら
例
年
通
り
渡

っ
て
き
た
の
を
確
認

(
コ
ロ
ニ
i
隣

の
斉
藤
花
園
の
証
言
)

四
月
十

一
日

公
園
事
務
所
に
よ
り

一
〇
〇
羽
の
営
巣
確
認
。

四
月
二
十
三
日

い

つ
も
通
り
に
コ
ロ
ニ
ー
に
い
る
の
を
確
認

(斉

藤
花
園
)

四
月
三
十
日

巣
が
空

っ
ぽ
に
な

っ
て
お
り
放
棄
さ
れ
た
も
の
と

推
測

(公
園
事
務
所
)
。
官
民
合
同
で
対
策
協
議

会
を
結
成
。

五
月
～
六
月

数
度
の
現
地
調
査
。
巣
は
空

っ
ぽ
で
あ
り
、
下
に

散
乱
し
た
今
年
の
卵

の
殻
や
落
下
し
た
巣
の
残
骸

も
多
数
見
ら
れ
る
。
営
巣
木
の
幹
に
ア
ラ
イ
グ

マ

の
爪
痕
、
近
く
の
沢
に
も
足
跡
が
見

つ
か
る
。
原

因
究
明
と
移
動
先
の
発
見
を
報
道
機
関
の
協
力
も

得
て
行
う
。

秋
期
～
冬
期

ア
ラ
イ
グ

マ
除
け
の
ト
タ
ン
を
営
巣
木
に
巻
き

つ

け
る
。

一
九
九
八
年
三
月
下
旬

ア
オ
サ
ギ
戻
ら
ず
、
各
地

に
分
散
定
着
し
た
も
の

と
推

測

。

二
、
移

動

先

①

札
幌
市
清
田
区
平
岡

「
旧
た
く
ぎ
ん
の
森
」

へ
、

大

コ
ロ
ニ
ー
新
設
。

②

江
別
市
内
の
河
畔
林

へ
、
中

コ
ロ
ニ
ー
新
設
。

③

苫
小
牧
市
ウ
ト
ナ
イ
湖
の
既
存
の
大

コ
ロ
ニ
ー
へ

の
合
流
。

④

札
幌
市
篠
路
、
江
別
市
八
幡
な
ど
の
単
独

・
少
数

巣
の
新
設
な
ど
。

(岩
見
沢
市
宝
池
で
の
新
設
は
、
野
幌
か
ら
の
移
動

と
、
幌
向
ダ
ム
か
ら
の
移
動
と
二
つ
の
可
能
性
が
あ

り
、
ど
ち
ら
と
も
判
断
が
出
来
な
い
た
め
今
後
の
検

討
が
必
要
。)

三
、
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
要
因

①

一
九
九
七
年
四
月

立
命
館
高
校
開
校

一
年
前
か
ら
建
築
工
事
が
始
ま
り
、
四
月
開
校
。

工
事
中
の
騒
音

・
車
両
の
出
入
り
等
と
、
開
校
後

の

生
徒

・
職
員
の
通
学

・
通
勤
、
車
両
の
増
加
、
学
校

生
活

・
部
活
等
の
生
活
音
、
照
明
な
ど
、
ト
ド
山
口

周
辺
に
大
き
な
環
境
変
化
が
あ

っ
た
。

②

車
両
の
増
加

上
記
の
関
連
に
よ
り
、
東
七
号

・
西
四
号
を
通
る

車
両
の
増
加
。
又
、
南
幌
方
面
の
住
宅
造
成
進
展
に

伴
い
、
札
幌

へ
の
通
勤
早
道
と
し
て
の
利
用
も
急
増

し
て
い
る
。
騒
音

・
排
ガ
ス
等
が
増
加
し
て
い
る
。

③

中
川
牧
場
の
造
成
作
業

サ
ギ
の
森
に
隣
接
す
る
農
地

で
は
、
建
設
残
土
を

受
け
入
れ
ブ
ル
に
よ
り
造
成
作
業
が
長
年
に
わ
た

っ

て
続
け
ら
れ
て
い
る
。
牧
場
側
の
言
い
分
で
は
牧
草

地
の
造
成
と
な

っ
て
い
る
が
、

「産
廃
捨

て
場
で
は
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::糊

ア オ サ ギArdeacinerea(英 名GrayHeron)

【形 態 】

全 長 約93cm、 翼 開 長約160cm、 日本 産 サギ の 中 で最 大 。 頭 か ら頸 は 白 くて 、 額 の両 側 か ら 目 の上 を

通 り後 頭 でっ なが る黒色 帯 が あ り、 後 頭 の羽 毛 は伸 び冠 羽 とな る。 背 か ら上 尾 筒 まで は青 灰 色 。 翼 の

雨 覆 は大 部 分 青 灰 色。 風 切 の大 部 分 は黒 い が、 三 列 風 切 とそ れ に近 い次列 風 切 は灰 色 。 頸 の前 側 中央

に は2～3本 の 黒 い縦 筋 が あ る。 胸 側 の腹 は黒 く、 下 面 の他 の部 分 は 白 い。 噛 は黄 褐 色。足 は緑 褐色。

若 鳥 は成 鳥 に く らべ 頭部 か ら頸 は灰 色 を お び、 背 はや や 褐色 味 が 強 く、 全体 に色 彩 が 鈍 く、 後 部 の飾

り羽 はな い。

【分 布 】

ヨー ロ ッパ の大 部分 、 中央 ア ジア、 イ ン ド、 ビル マ、 中 国、 ア ム ー ル地 方、 朝 鮮 半 島 、 日本 、 サハ

リ ン、東 部 シベ リアの一 部 な ど に繁 殖 し、 南 ア フ リカや マ ダガ ス カ ル島 で も繁 殖 す る。 日本 で は全 国

的 に分布 し、 留 鳥 また は漂 鳥 。 北 海 道 で は従 来 夏 鳥 と され て きた が、 近 年 江別(20±)、 苫 小 牧 、 十

勝(100±)な どで越 冬 す る固 体 群 が増 えて い る。

【習 性 】

水 田 、湿 地 、 広 い川 、 河 口 や海 岸 の干 潟 な どで魚 を と るが、 カエ ル、 トカゲ、 イ モ リ、 ネ ズ ミな ど

小 型 哺 乳類 、 昆 虫 類 、 ヘ ビな ど も食 べ る。 浅 水 中 を静 か に歩 い て餌 を探 し、 見つ け る とね らい を定 め

て、 素 早 く捕 らえ る。 干 潟、 川 の 中州 、 高 い木 の上 で頸 を縮 め、 片 足 で 立 って長 時 間 休 ん で い る こと

もあ る。 飛 ぶ時 は、 頸 を縮 め足 を伸 ば し、 湾 曲 した翼 を ゆ っ く り と羽 ば た い て直 線 的 に飛 ぶ。 グ ァー

と い う声 を 出す 。

【繁 殖 】

高 い木 の上 に巣 をっ くるの が普 通 で 、 マ ッや広 葉 樹 の林 に集 団 で繁 殖 す る。 本 州 以 南 で は他 の サ ギ

類 と と もに巣 をっ くる こ と も多 く、 その 場合 、 ア オ サ ギ は樹 頂 部 に営 巣 す る。 外 国 の 例 で は、 地 面 に

営 巣 す る こ と もあ る。 近 年 道 内 で の注 目す べ き例 と して 、岩 見 沢 幌 向 ダ ムで は、 水 面 の ブイ の上 で営

巣 を 始 め た。 枯 枝 や太 い植 草 を組 み合 わ せ て、 外 径60～70cmの 大 きな巣 を っ くる。 巣 の 卵数 は3～5

で 、4卵 が多 い。 卵 は青 緑 色 、 無 班 、 大 き さは55～67mm×40～46mm。2日 お きに産 卵 す る。 雄 雌 と も

に抱 卵 し、 抱 卵 日数 は25～28日 、 巣 立 ちま で の 日数 は50～55日 。

【見分 け方 】

大 き さで ツル と混 同 され るが 、 飛 ぶ 時 に は ツル は頸 を 伸 ば す が、 本 種 はZ字 型 に曲 げ て い る ので 識

別 で き る。

な
い
か
」
「開
発
行
為
で
は
な
い
か
」
と

の
不
信

の

質
疑
か
ら
、
十
年
来
警
察

・
保
健
所

・
道
議
員

・
市

議
員

・
公
園
事
務
所

に
よ
る
現
地
調
査
が
行
わ
れ
て

い
る
。

④

産
廃
処
理
場

サ
ギ
の
森

の
南
方

一
㎞
以
内
に
迫

っ
て
、
最
終
処

理
場

(美
園
産
業
)
と
中
間
処
理
場

(渡
辺
興
業
)
、

そ
の
他
の
処
理
場
が
数
箇
所
公
園
に
接
し
て
い
る
。

春
の
早
朝
、
真

っ
黒
い
煙
り
が
ち
ょ
う
ど
南
方
か
ら

の
風
に
乗

っ
て
流
れ
、
巣
全
体
を
覆
い
尽
く
し
て
、

漂

っ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

ア
オ
サ
ギ
に

と

っ
て
は
大
き
な
ス
ト
レ
ス
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤

人
的
影
響

近
年
悪
質
カ
メ
ラ
マ
ン
の
横
行
は
目
に
余
る
も
の

が
あ
る
。
巣
の
下
に
長
時
間
に
わ
た
っ
て
居
続
け
る

こ
と
は
神
経
質
な
ア
オ
サ
ギ
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。
巣
の
上
空

で
ア
オ
サ
ギ
た
ち
が
鳴
き
騒
い
で
い

る
時
に
は
決
ま

っ
て
下
に
カ
メ
ラ
マ
ン
が
い
た
と
い

う
。季

節
柄
、
山
菜
採
り
の
時
期
と
合
致
し
多
数
の
人

が
入
る
。
普
段
見
慣
れ
た
農
作
業
の
人
に
は
意
外
と

警
戒
し
な
い
が
、
サ
サ
藪
か
ら
突
如
現
れ
る
山
菜
採

り
に
は
鳥
は
び

っ
く
り
す
る
。

⑥

カ
ラ
ス
の
害

昔
か
ら
カ
ラ
ス
の
被
害
は
深
刻
な
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の

一
帯
は
カ
ラ
ス
も
多
く
営
業
中
の
卵
や
卿

っ
た

ば
か
り
の
雛
な
ど
が
度
々
狙
わ
れ
て
い
た
。

⑦

ア
ラ
イ
グ

マ

公
園
内
で
は
九
二
年
頃
か
ら
確
認
さ
れ
、
近
年
は

全
域

で
生
息
。
木
登
り
も
う
ま
く
、
雑
食
性
、
鳥

の

巣
な
ど
を
襲
う
こ
と
も
あ
る
。
営
巣
木
の
幹
に
爪
痕
、

近
く
の
沢
に
多
数
の
足
跡
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
。
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～

繁殖地移動図(第1図)ア オサギ

昭和19年 まで

昭和20年 より昭和32年 迄

昭和31年 よ り現在

昭和41年 より現在(1996ま で)

I

H

皿

IV

例凡

札幌営林局の調査報告書より

外

国

の
文

献

に

は

サ
ギ

の
巣

を

襲

っ
た
例

も

あ

り
。

た

だ

実

際

に
木

に
登

り
巣

を

襲

っ
て

い
る

の
を

見

た

人

は

い
な

い
。

ま

た

二
〇

m
近

い
高

さ

の
オ

ー

バ

ー

ハ
ン
グ

に

な

っ
た
巣

を

下

か

ら

登

っ
て
襲

え

る

か
ど

う

か

不

明
。

し

か

し

近

く

ま

で
登

っ
て
き
た

だ
け

で
、

相

当

な

ス
ト

レ
ス
、

パ

ニ

ッ
ク
を

引

き
起

こ
す

可

能

性

も
考

え

ら
れ

る
。

【結

論
】

以
上
七

つ
の
原
因
の
う
ち
、
何
が
決
定
的

で
あ

る
か
、

対
策
協
議
会
の
討
議
に
お
い
て
も
結
論
は
出
な
か

っ
た
。

お

そ

ら
く

こ
れ

ら

七

つ

の
要

因

が

複

合

的

に

ア

オ

サ
ギ

に

ス

ト

レ

ス
を

与

え
、

徐

々

に

そ

の

ス

ト

レ

ス
が

ア

オ

サ
ギ

に

と

っ
て

の
許

容

限

界

に

近

づ

き

つ

つ
あ

る
時

に
、

何

か

ひ
と

つ
が

引

き

金

と
な

っ
て
放

棄

に
至

ら

し

め

た
も

の
と

推

測

さ

れ

る
。

報

道

的

に

は

ア

ラ

イ
グ

マ
真

犯

人

説

が

広

く

流

布

さ

れ

た

よ

う

で

あ

る

が

、

(
も

の

言

わ

ぬ

ア

ラ

イ
グ

マ
に
代

わ

っ
て

い
う

と

)

真

の

原

因

は

そ
れ

ほ
ど

単

純

な

も

の

で

は
な

い
と

考

え

ら
れ

る
。

(
な

お

、

サ
ギ

の

コ

ロ

ニ
i
移

動

の
原

因

と

し

て
、

他

に
サ

ギ

の
大

量

の
糞

に
よ

る

コ

ロ

ニ
ー

の
営

巣

木

自

体

の
枯

死

に

よ

る
移

動

が

あ

る

が
、

野
幌

の
場

合

に

お

い

て
は
、
営

巣

木

は

ま

だ

し

っ
か

り

し

て

お

り

、

当

て

は

ま

ら

な

い

と
考

え
ら

れ

る
。
)

〈
野
幌
で
の
過
去
に
お
け
る
移
動
記
録
〉

野
幌
森
林
公
園
の
ア
オ
サ
ギ
は
、
過
去
公
園
の
内
部
で

四
回
場
所
を
変
え
て
い
る
。
も
と
も
と
は
現
在
よ
り
東
南

約

一
〇
㎞
の
千
歳
川
沿
い
の
ヤ
チ

ハ
ン
ノ
キ
の
防
風
林
に

繁
殖
し
て
い
た
も
の
が
、
伐
採
に
よ
り
野
幌
に
移
動
し
て

き
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
時
期
は
、
古
老
の
聞
き
取
り
に

よ
る
と
大
正
三
年
頃
と
さ
れ
て
い
る
。
移

っ
て
き
て
か
ら

の
移
動
の
場
所
を
、
営
林
局
の
調
査
報
告

(七
〇
～
七
二

年
)
を
も
と
に
以
下
に
ま
と
め
た
み
た
。
移
動
の
原
因
に

つ
い
て
、
報
告
書
で
は
、
い
く

つ
か
の
要
因
の
あ
る
う
ち
、

人
的
な
影
響
が
大
き
い
の
で
は
と
、
結
論
づ
け
て
い
る
。

【
道

内

に

お

け

る
近

年

の
注

目

す

べ
き

動
向

】

(
札

幌

営

林

局

の
調
査

報

告

書

よ

り
)

六

〇

年
代

、

北

海

道

に
お

い

て
は
、

野
幌

、

苫

小

牧

明

野

、

厚
真

、

浦

幌

、
大
楽
毛

、
網
走

の
六
箇

所

に

コ
ロ

ニ
ー

が

存

在

し
、

そ

れ

ぞ
れ

二
〇

〇

～

三

〇

〇

の
大

コ

ロ

ニ
ー

を

形

成

し

て

い
た
。

野

幌

を

除

い

て
、

す

べ

て
海

、

大

き

な

河

川

・
湖

に
接

し

て

い

る
。

ア
オ

サ

ギ

は
水

域

に
依

存

す

る

こ
と

が
多

く
、

海

に
近

い
と

、
河

川
も
太

く
大

き
く
、

干

潟

な

ど

も
多

く
、

餌

場

が

豊

富

な

こ
と

に
よ

る
も

の
と

考

え

ら

れ

る
。

そ

れ

が
八

○

年

代

に
は
、

一
〇
数

箇

所

に

増

加
、

九

〇
年

代

に

は

さ
ら

に
急

激

に
増

加

、

五

〇

数

箇

所

に
な

っ
て

い
る
。

ア
オ

サ
ギ

の
絶
対

数

が
増

加

し

て

い

る

か

と

い
う

と
、

ど

う
も

そ
う

で
は

な

い
ら

し

い
。

少

し

は
増

加

し

て

い
る

と
考

え
ら

れ

る

が
、

主

に
旧

コ

ロ

ニ
i

}
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の
周
辺
地
域

へ
の
拡
散
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
コ
ロ
ニ
ー
の
位
置
で
あ
る
が
、
従
来
の
海
辺
中
心

の
場
所
か
ら
、
次
第
に
内
陸
に
侵
入
し
て
い
く
傾
向
が
み

ら
れ
る
。
こ
の
分
散
化
傾
向
と
内
陸
化
傾
向
の
原
因
に
つ

い
て
は
は

っ
き
り
し
な
い
。

又
、
近
年
の
特
徴
と
し
て
、
北
海
道
で
は
本
来
夏
鳥
で

あ

っ
た
ア
オ
サ
ギ
が
、
冬
も
多
く
残
る
よ
う
に
な

っ
て
き

て
い
る
。
江
別
、
苫
小
牧
、
十
勝
地
方
な
ど
で
顕
著

で
あ

る
が
、
原
因
と
し
て
は
、
冬
で
も
凍
結
し
な
い
開
氷
面
が

増
加
し
て
き
て
い
る
こ
と
、
艀
化
場
な
ど
冬

で
も
餌

の
と

れ
る
場
所
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

更
に
、
近
年
の
ア
オ
サ
ギ
の
営
巣
木
の
樹
種

で
あ
る
が
、

圧
倒
的
に
多
い
の
が
カ
ラ
マ
ツ
で
あ
る
。
札
幌
平
岡
の
旧

た
く
ぎ
ん
の
森

の
コ
ロ
ニ
ー
も
カ
ラ
マ
ツ
で
あ
る
。
お
そ

ら
く
戦
後
の
皆
伐
の
後
に

一
斉
に
植
え
ら
れ
た
大
量
の
カ

ラ
マ
ツ
が
成
長
し
、
営
巣
に
適
し
た
高
さ
に
な

っ
た
た
め

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
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